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なぜ、科学的エリアマーケティングを行い、データベースポスティングを行えば、無駄を大きく削減できヒット率が大幅に上がるのか？

某カーディーラーは自社ユーザーの新聞購読率が低いことから、従来の新聞折り込みチラシから、ポスティングにシフトした。
ところが、ポスティング会社主導で世帯数の多いエリアを中心に配布を行った。効果は新聞折り込みチラシよりも多少上がった
もののコストが上昇し、費用対効果の面では問題がある。そこで、弊社システムに主力車種のメインターゲット層である、
ファミリー層（18歳未満の子供のいる核家族）の含有率で重要エリアを分析して、重要エリア（ポスティングエリア）を抽出した。


































































































今回のキーワード　含有率

弊社ではエリアのポテンシャルを分析する
際に、

実数、密度、割合　の３種類でターゲット層
の多寡を把握します。

・実数…統計値を加工せずに実際の値で
分析します。各丁目毎のターゲット層の絶
対数を把握できます。

・密度…統計値を面積（平方キロメートル）
で割った値で分析します。「実数」だと面積
が大きい町丁目は値が大きく出る傾向が
ありますので、その影響を取り除きます。

・割合…統計値を全数（全人口または全世
帯）で割った値（%）で分析します。町丁目ご
とのターゲット層の含有率がわかります。
個人を特定しないポスティングや折り込み
チラシの場合、ターゲット含有率が高いエ
リアにたいして行うのが最も効率的です。

弊社システムでは、さらに含有率×実数の
クロス分析で、さらに重要エリアを抽出で
きます。



配布数　８９２８０　ターゲット数１５１６０ 配布数５７９７４　ターゲット数１４５５９

従来の配布計画（世帯数の多いエリア中心） エリアマーケティング配布計画（ターゲット層の含有率の高いエリア中心）

約６０％の配布部数でほぼ同数の
ターゲット層に到達！
無駄な販促費な販促費の大幅削減を実現

前ページの分析に基づいたターゲット含有率の高い丁目から配布エリアを設定すると・・・（左の従来のエリア設定と比較してみると）


